
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

段階的に引き上げられてきた法定雇

用率は今年度７月からさらに上がり、

２．７％になります。また、高校卒業  

者の求人倍率も高く、事務系の募集も見られるようになってきました。

しかし、求人が必ずしも正規雇用とは限りません。まずはパートや有期

の契約社員で採用され、その後、無期契約や正社員になるという流れの

企業もあります。本人だけでなく、企業にとってもミスマッチを避けら

れるメリットがあるようです。  

一方、近年は転職が当たり前の風潮になってきていますが、安易な転

職は注意が必要です。しっかりとした理由があって転職するのでなけれ

ば、次の就職につながりにくくなるでしょう。会社に入ってから「こん

なはずではなかった」とならないように、早くからいろいろな職業につ

いて知り、社会科見学や職場見学、就業体験などを通じて、自分の適性

を判断することが大切になります。  

 高校・大学入試の出願が、紙からＷＥＢに移行しているという話は以前にもキャリア教

育だよりでお伝えしました。家庭で手続きができる反面、「パスワードを忘れてしまった」

「受験票を印刷し忘れた」などのトラブルもあるようです。手続きは進学先によって異な

るので、しっかり確認すること、余裕をもって行うことなどが大切になります。  

企業の方から「在学中には様々なことに挑戦してほしい」というお話を聞きます。

学校にいる間の失敗は許されるが、社会に出ると許されないことが多いので、失敗

からいろいろなことを学んで成長してほしいということです。また、面接時に失敗

談を聞かれるケースもあるようです。失敗をマイナスに捉えるのではなく、将来の

ための糧と考えてみてはどうでしょうか。  
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キャリア教育だより  

校長あいさつ   校長  近藤  照久  

 新年度がスタートし、約２ヶ月が経とうとしています。学校では、一人ひとりの社会的・

職業的自立に向けて、その基盤となる能力や態度が身に着くよう指導を積み重ねています。

幅広い年齢層が学ぶ聾学校は、日々の生活の中で磨き合い、成長段階を捉えながら指導して

行くことができます。この春に３名の生徒が高等部を卒業しました。それぞれが真剣に考え

ての進路決定です。安心して送り出すことができました。生涯に渡り自己実現を図るには、

一人ひとりが自律した学習者になっていなければなりません。難しいかなと迷うことがある

かもしれませんが、挑戦したことは貴重な経験として積み重なります。今年一年いろんなこ

とに挑戦して、能力や態度を養っていきましょう。みんなで応援しています。キャリア教育

だよりでは、限られた紙面ではありますが、本校のキャリア教育の取り組みについて、キャ

リア教育という視点に立った捉え方、意義など紹介していきます。  

 

自分に合った進路選択に向けて  

令和７年度  高等部卒業生の進路状況  

・高崎動物専門学校  ・田中貴金属工業  

・就労移行支援事業所  



中学部と高等部の生徒が対象の行事ですが、本校の保

護者の方はどなたでも参加いただける進路講演会を実施

します。希望される方は御予定ください。詳細について

は、改めて通知を配布します。  

・９月１日（火）進路講演会  １３：３０～１５：１５  

  ①就職・進学部会  講師：  パーソルサンクス株式会社  

筑波技術大学  障害者高等教育研究支援センター  

  ②福祉部会 情報提供：就労継続支援事業所、高崎市役所福祉部障害福祉課  

・１２月１日（火）卒業生の話を聞く会  １３：３０～１５：１５  

  ①就職者：県内企業に就職した先輩   ②進学者：４年生大学に進学した先輩  

 

 

４月１５日（水）、開校記念行事が行われま

した。小学部では、昨年のデフリンピック東京大会で柔道銅メダルを獲得した高橋朋希

選手をお招きし、講演を聞いたり、実際に銅メダルに触れたりするなど貴重な体験をす

ることができました。髙橋選手からは、「練習は大変でも、努力を続けたことでメダル

を取れたときはとても嬉しかった」とお話があり、目標に向かって挑戦し続けることの

大切さを学びました。積極的に質問したり、一緒に綱引きを楽しんだりする中で、自分

の将来や可能性について考えるよい機会となりました。  

中高等部では、来年度の開校 100 周年を前に、校長先生から聾学校の歴史を振り返る記

念のお話を聞きました。「99 年目。今年の歴史は、みなさんが作ってください。」と、励ま

しの言葉をいただきました。その後の講演会では、昨年全校で応援に行った 2025 東京デフ

リンピックのメダリストである髙橋朋希選手に来校いただき、柔道の技を体験できるイベ

ントを行いました。世界で活躍するデフアスリートとの交流は、生徒達が自分の将来像や

進路選択の具体的なイメージを持つきっかけになったことと思います。 

４月１３日（月）に幼稚部は遊戯室で開校記念行事を実施しました。子どもたちは学校

の誕生日であることや、昔の聾学校のお話をよく聞き、最後に昔の服や小物などそれぞれ

が身に着ける体験をし、興味を持って取り組んでいました。昔の学校について学ぶことは、

現在や将来について知り、考えるきっかけになったと思います。  

 

 

 

 

 

 

 

５月２０日（水）に高等部学科説明会があり、３年生と

保護者が参加しました。高等部の目標とす  

る生徒像、また部活動や校外での活動などについての紹介の後、２学科４コース（普通科

普通コース①②、普通科生活コース、情報デザイン科）の教育課程や各コースの特徴につ

いて説明を受けました。説明会の後半では、実際に授業を参観し、高校の教材や機器を使

って学習する先輩方の様子を間近で見学することができました。  

見学した生徒は、「○○科○○コースがいいと思う。」と興味を持ったり、「この２つのコ

ースの違いは何ですか？」と質問したりと、自分の進路として、以前より具体的なイメー

ジを持つことができた様子でした。  

 ９月１０日（木）には体験入学があります。当日は先輩たちの中に入って、実際に授業

を受けます。進路選択を考える貴重な機会になると思いますので、保護者の方もぜひ御参

加ください。  

高等部学科説明会  

開校記念行事の様子から  

今年度の進路行事  


